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第
　29　
回

御
池
烏
丸
西
南
の
界
隈

■

三
条
釜
座

本
シ
リ
ー
ズ
第
21
回
の
「
復
活
し
た
　柳　
の
水
」
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
西

洞
院
三
条
郵
便
局
の
辻
ま
で
北
上
し
ま
す
。
こ
の
辻
の
東
南
の
角
に
「
三
条

通
西
洞
院
東
入
釜
座
町
」
3©
が
掲
げ
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
看
板
は
、
二
〇

一
六
年
の
再
調
査
の
折
に
見
つ
け
た
も
の
で
す
。
仔
細
に
見
る
と
、
こ
の

町
名
看
板
は
「
中
京
区
」
の
表
示
が
左
か
ら
右
に
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
、

「
区
」
が
新
字
体
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
最
近
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
設

置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
厳
密
な
こ
と
を
い
う
と
、
こ

の
看
板
の
設
置
位
置
は
、
西
洞
院
通
で
は
な
く
、
三
条
通
に
掲
げ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
多
分
、
三
条
通
の
店
頭
の
角
に
は
余
地
が
無
か
っ
た
の
で
こ
の

よ
う
に
設
置
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

西
洞
院
三
条
郵
便
局
の
辻
を
東
へ
折
れ
て
、
三
条
通
を
進
む
と
、「
御
釜

師
」
な
る
看
板
。
そ
こ
は
、
大
西
清
右
衛
門
美
術
舘
で
す
。
釜
師
と
は
、
茶

釜
を
鋳
造
す
る
職
人
。
初
代
浄
林
（
一
五
九
〇
〜
一
六
六
三
）
が
一
六
二
〇

頃
、
三
条
釜
座
の
座
人
に
な
っ
た
こ
と
が
大
西
家
の
始
ま
り
で
す
。
千
家
十

職
の
一
つ
。
当
主
は
お
お
む
ね
清
右
衛
門
を
名
乗
り
、
現
在
一
六
代
。

三
条
釜
座
は
、
鋳
造
業
者
の
同
業
組
合
で
す
。
鎌
倉
時
代
に
は
、
す
で
に

三
条
釜
座
町
の
あ
た
り
に
鋳
造
業
者
が
住
ん
で
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま

す
。
室
町
時
代
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
茶
道
が
流
行
す
る
と
と
も
に
、
茶
釜

烏
丸
通

六角通

姉小路通

柳
の
水

御池通

三条通

西
洞
院
通

新
町
通

大
西
清
左
衛
門

美
術
舘

鍋
島
藩
邸
跡

鐘
馗

姉
小
路
通
衣
棚
西
入

突
抜
町

室
町
通

高
松
神
明
社

京
都
伝
統

工
芸
館

川
崎
家
住
宅

了
頓
邸
跡
碑

三
条
衣
棚
碑

釜
座
通

衣
棚
通

両
替
町
通

高
松
殿
址
碑

二宮金次郎像

丸型郵便ポスト

浄
妙
山

黒
主
山

黒
主
山
会
所

八
幡
山

役
行
者
山

鈴
鹿
山

八幡山会所

三
条
通
新
町
西
入

三
条
通
新
町
西
入

釜
座
町

釜
座
町

三
条
通
西
洞
院
東
入

三
条
通
西
洞
院
東
入

釜
座
町

釜
座
町

新
町
通
三
条
下
る

新
町
通
三
条
下
る

三
条
町

三
条
町

役
行
者
山
会
所

浄
妙
山
会
所

六
角
通
烏
丸
西
入

六
角
通
烏
丸
西
入

骨
屋
町

骨
屋
町

浄
宗
寺

三条西殿跡

三条南殿跡

町
名
看
板
の
所
在
（
御
池
烏
丸
西
南
の
界
隈
）



第 29回 御池烏丸西南の界隈 508

　さ
ん
じ
ょ
う
ど
お
り

三
条
通　

　
に
し
の
と
う
い
ん

西
洞
院　

　ひ
が
し
い
る

東
入　

　か
ま
ん
ざ
ち
ょ
う

釜
座
町　
3©

御
釜
師
の
看
板

大
西
清
右
衛
門
美
術
舘

鋳
造
が
盛
ん
に
な
り
、
座
と
し
て
の
体
裁
が
整
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
豊

臣
秀
吉
配
下
の
京
都
所
司
代
で
あ
っ
た
前
田
玄
以
の
『
玄
以
法
印
下
知
状
』

の
中
に
も
、
三
条
釜
座
に
宛
て
た
天
正
一
一
年
〔
一
五
八
三
〕
付
の
下
知
状

が
残
っ
て
い
ま
す
（
振
り
が
な
、
訓
点
付
与
）。

釜
　ノ座　
事
。
　ま
か
セ
任
二　
綸
　ニ旨
一　
　シ可
レ　
　ス爲
レ　
　ク如
二　
先
規
有
　ノ

。
來
一　

　シ若　
抜
賣
之
族

　ラ在
レ　
之
　バ

、
者　

三
條
　ニ爲
二　
座
　ノ中
一　
　ク如
二　
法
　ノ度
一　
　リ仕　
　フ

。
候　

荷
　ハ物　
　ク可
二　
押
　リ取
一　
　フ

。
候　

相
　ノ紛　
儀
　ハ候　
　バ

、
者　

　テ以
二　
糺
　ヲ明
一　
　ク可
二　
申
　ル付
一　
　フ
ノ
候　
状
、
　シ如
レ　
　ノ件　

天
正
十
一
　
十
二
月
廿
日

三
條
釜
座
衆
中

『
玄
以
法
印
下
知
状
』
塙
保
己
一
編
『
続
群
書
類
従
・
第
二
三
輯
下
』

続
群
書
類
従
完
成
会
、
平
文
社
（
一
九
二
五
）

（
書
き
下
し
文
）

　か
ま
の
ざ

釜
座　
の
　こ
と事　
。
　り
ん
じ

綸
旨　
に
　ま
か任　
せ
、
　せ
ん
き
い
う
ら
い

先
規
有
來　
の
　ご
と如　
く
　な爲　
す
べ
し
。
　も若　

し
　ぬ
け
う
り

抜
賣　
の
　や
か
ら
族　
、
　こ
れ之　
　あ在　
ら
ば
、
三
條
　ざ
ち
ゆ
う

座
中　
の
　た
め爲　
に
、
　は
つ
と

法
度　
の
　ご
と如　
く

　つ
か
ま
つ

仕　
り
　さ
う
ら
候　
ふ
。
　に
も
つ

荷
物　
は
、
　お
し
と

押
取　
る
べ
く
　
さ
う
ら候　
ふ
。
　
あ
ひ
ま
ぎ
れ

相
紛　
の
　ぎ儀　
　さ
う
ら
候　
は
ば
、

　き
う
め
い

糺
明　
を
　も
つ以　
て
　
ま
う
し
つ
け

申
付　
る
べ
く
　
さ
う
ら候　
ふ
の
状
、
　
く
だ
ん件　
の
　ご
と如　
し
。

天
正
十
一
　
十
二
月
廿
日

三
條
釜
座
衆
中

　り
ん
じ

綸
旨　
は
、
天
皇
よ
り
の
略
式
命
令
。
こ
こ
で
は
、
大
永
五
年
〔
一
四
一

一
〕
の
後
柏
原
天
皇
、
天
正
二
年
〔
一
五
七
四
〕
の
正
親
町
天
皇
が
、
三
条

釜
座
の
利
権
を
安
堵
し
た
も
の
。
そ
の
後
、
天
正
四
年
〔
一
五
七
六
〕
に
織

田
信
長
も
三
条
釜
座
を
安
堵
し
て
い
ま
す
。
天
正
一
〇
年
〔
一
五
八
二
〕
の

本
能
寺
の
変
で
信
長
が
敗
死
し
た
あ
と
京
都
に
は
い
っ
た
の
は
、
豊
臣
秀
吉
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で
す
。
こ
こ
に
示
し
た
天
正
一
一
年
〔
一
五
八
三
〕
付
の
下
知
状
は
、
こ
れ

ま
で
の
経
緯
を
認
め
て
、
三
条
釜
座
の
公
認
を
続
け
る
こ
と
を
表
明
し
た
も

の
で
す
。
三
条
釜
座
は
江
戸
時
代
も
続
き
ま
す
が
、
し
だ
い
に
衰
え
て
、
明

治
維
新
期
に
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
す
。

現
在
、
三
条
釜
座
付
近
に
残
っ
て
い
る
釜
師
は
、
大
西
清
右
衛
門
（
中
京

区
三
条
通
釜
座
西
入
釜
座
町
南
側
）
の
ほ
か
に
は
、
高
木
　じ
ろ
う
べ
え

治
良
兵
衛　
（
中
京

区
三
条
通
釜
座
東
入
釜
座
町
南
側
）。
現
在
は
六
代
目
。

■

釜
座
通
の
江
戸
時
代
の
名
残

三
条
通
の
北
側
、
杉
玉
を
掲
げ
た
居
酒
屋
と
隣
家
の
境
界
に
、
町
名
看
板

「
三
条
通
新
町
西
入
釜
座
町
」
2©
が
掲
げ
て
あ
り
ま
す
。
仔
細
に
見
る
と
、

こ
の
町
名
看
板
は
「
中
京
区
」
の
表
示
が
左
か
ら
右
に
な
っ
て
お
り
、
最
近

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

大
西
清
右
衛
門
美
術
舘
の
前
は
、
釜
座
通
と
三
条
通
の
丁
字
路
に
な
っ
て

い
ま
す
。
釜
座
通
を
北
へ
。
こ
の
両
側
は
、
突
抜
町
。『
京
町
鑑
』（
宝
暦
十

二
年
〔
一
七
六
二
年
〕
刊
行
）
に
は
「
釜
座
通
佛
具
屋
通

若
宮
通
　
」
の
項
が
あ
り
、

両
側
町
が
列
挙
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
、
姉
小
路
下
ル
に
「
釜
座
突

抜
町
」
の
項
が
あ
り
、

▲
釜
座
突
抜
町

此
町
浄
宗
寺
と
い
ふ
西
門
徒
有
。
此
町
の
南
の
辻
三
條
通
に
て

　
ゆ
き
あ
た
り

行
當　
也
。

白
露
『
京
町
鑑
』、
宝
暦
一
二
年
〔
一
七
六
二
〕

『
新
修
京
都
叢
書
第
十
巻
山
城
名
跡
巡
行
志
・
京
町
鑑
』

　さ
ん
じ
ょ
う
ど
お
り

三
条
通　

　し
ん
ま
ち

新
町　

　に
し
い
る

西
入　
　か
ま
ん
ざ
ち
ょ
う

釜
座
町　
2©

光
彩
社
（
一
九
六
八
）

の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
浄
宗
寺
（
浄
土
真
宗
西
本
願
寺
派
。

中
京
区
釜
座
通
姉
小
路
下
ル
突
抜
町
）
は
、
こ
の
記
載
か
ら
三
百
年
以
上
を

経
て
、
現
在
も
こ
の
場
所
に
あ
り
ま
す
。

釜
座
通
と
姉
小
路
通
の
十
字
路
を
西
へ
。
色
見
本
と
書
い
た
看
板
の
取
り

付
け
部
分
に
鐘
馗
さ
ん
。

釜
座
通
姉
小
路
上
ル
は
、
津
軽
町
と
い
い
ま
す
。
釜
座
通
の
西
側
が
津

軽
藩
の
藩
邸
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。『
京
町
鑑
』（
宝
暦
十
二
年

〔
一
七
六
二
年
〕）
縦
町
、「
釜
座
通
」
の
項
に
列
挙
さ
れ
た
両
側
町
の
中
に
、

「
　つ
が
る

津
輕　
町
」
が
御
池
下
ル
に
あ
げ
ら
れ
て
お
り

此
町
西
側
に
津
輕
の
御
や
し
き
あ
り
。
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屋
根
の
鐘
馗

と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。『
京
羽
二
重
』（
貞
享
二
年
〔
一
六
八
五
〕
刊
行
）

で
は
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

津
輕
越
中
守
殿
　
奥
州
松
前
四
萬
四
千
石

屋
敷

　
　
　

釜
座
突
抜
姉
小
路
上
ル
町

留
主
居

添
田
八
左
右
衛
門

『
京
羽
二
重
』（
貞
享
二
年
〔
一
六
八
五
〕）
巻
五

『
新
修
京
都
叢
書
』
第
二
巻
「
京
羽
二
重
・
京
羽
二
重
織
留
」（
一
九
六
九
）

『
城
池
天
府
京
師
地
図
』（
寛
延
三
年
〔
一
七
五
〇
〕）
で
は
、「
津
輕
京
亭
」

の
表
示
が
あ
り
、
津
輕
町
（
新
町
通
）
へ
東
面
す
る
門
と
姉
西
洞
院
町
（
西

洞
院
通
）
に
西
面
す
る
門
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
第
28
回
で
載
せ
た
『
大
成

京
細
見
絵
図
・
洛
中
洛
外
町
々
小
名
』（
慶
応
四
年
〔
一
八
六
八
〕）
の
部
分

図
に
も
、「
ツ
ガ
ル
丁
」
が
あ
り
、「
ツ
ガ
ル
ヤ
シ
キ
」
の
表
示
が
あ
り
ま
す
。

御
池
通
に
出
る
と
、
新
町
通
御
池
西
南
角
の
歩
道
植
え
込
み
の
中
に
「
肥

前
鹿
島
鍋
島
藩
屋
敷
跡
」
の
碑
。
肥
前
鹿
島
鍋
島
藩
は
、
佐
賀
鍋
島
藩
の
支

藩
。
支
藩
と
は
い
い
な
が
ら
、
独
立
性
の
高
い
存
在
だ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の

碑
は
平
成
三
年
〔
一
九
九
一
〕
の
建
立
で
、
比
較
的
新
し
い
。

「
肥
前
鹿
島
鍋
島
藩
屋
敷
跡
」
の
碑

■

高
松
神
明
社

も
う
一
度
姉
小
路
通
に
戻
っ
て
、
姉
小
路
通
新
町
西
入
北
側
に
、
高
松
神

明
社
（
姉
小
路
通
釜
座
東
入
津
軽
町
）。
こ
の
神
社
に
由
来
す
る
町
名
「
神

明
町
」
が
新
町
通
の
両
側
町
と
し
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
神
社
の
所
在
地

は
、
津
軽
町
で
す
。
鳥
羽
天
皇
の
高
松
内
裏
に
祀
ら
れ
て
い
た
社
が
残
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
境
内
の
西
側
に
、
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
。
中
京
区
民
誇

り
の
木
（
指
定
番
号
C—

04
）
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
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高
松
神
明
社

高
松
神
明
社
の
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ

神
明
地
蔵

神
明
地
蔵
（
説
明
板
）

『
都
名
所
図
会
』
巻
之
一
（
安
永
九
年
〔
一
七
八
〇
年
〕
刊
行
）
に
は
、

「
　た
か
ま
つ
し
ん
め
い

高
松
神
明　
」
の
項
が
あ
り
、

　あ
ね
が
こ
う
ぢ
し
ん
ま
ち

姉
小
路
新
町　
の
　に
し西　
に
あ
り
。

　こ
の
ち

此
地　
は
　と
ば
ゐ
ん

鳥
羽
院　
の
　
み
か
ど帝　
、

　な
が
と
の
か
み

長
門
守　
　も
ろ
ゆ
き

師
行　
に
　お
ほ仰　
せ
て
、
　た
か
ま
つ

高
松　
の
　だ
い
り

内
裏　
を
　つ
く造　
ら
し
め
　た
ま給　
ふ
。

　當社
は
内
裏
の
舊
跡
な
り
。
今
社
僧
こ
れ

を
護
り
て
、
神
明
寺
寶
性
院
と
號
す
。
　

境
内
に
は
、
神
明
地
蔵
尊
が
祀
ら
れ
て
い
て
、
姉
小
路
通
に
面
し
た
鳥
居

横
に
説
明
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
江
戸
時
代
に
高
松
神
明

宮
宝
性
院
と
称
し
て
い
た
と
き
に
、
寛
政
六
年
〔
一
七
九
四
〕
に
　
ぜ
ん
み
ょ
う
し
ょ
う
い
ん

善
名
称
院　

か
ら
拝
領
し
た
も
の
。
真
田
幸
村
が
関
ヶ
原
の
戦
い
の
あ
と
善
名
称
院
に
蟄

居
し
た
と
き
に
拝
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
地
蔵
尊
で
、「
幸
村
の
知
恵
の
地
蔵

尊
」
と
し
て
信
仰
を
集
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
神
仏
分
離
に
よ
っ
て

神
社
に
な
っ
た
の
ち
、
地
蔵
堂
を
建
て
て
祀
っ
た
も
の
（
地
蔵
尊
の
写
真
は
、

京
都
新
聞
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
一
五
日
に
載
っ
て
い
る
の
で
参
照
）。

『
京
町
鑑
』
で
は
、
姉
小
路
通
の
横
町
に
、
神
明
町
が
あ
り
、
こ
こ
に
神

明
社
寶
性
院
が
あ
る
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

◯
（
　あ
ね
が
こ
う
ぢ

姉
小
路　
通
）
新
町
西
入

▲
神
明
町

此
町
北
側
に
神
明
社
有
。
寶
性
院
と
云
。
眞
言
宗
也
。
南
側

　
ま
よ
ひ
ご
の
や
し
ろ

迷
子
社　
あ
り
。
此
社
俗
に
ま
よ
ひ
子
の
は
き
も
の
を
　か
た
あ
し

片
足　
　も
ち
ゆ
き

持
行　
、

　き
ぐ
わ
ん

祈
願　
を
か
け
、
　い
で出　
た
る
時
一
足
揃
へ
て
納
る
。
　
は
な
は
だ
甚　

　お
う
け
ん

應
驗　
あ
り
。

白
露
『
京
町
鑑
』、
宝
暦
一
二
年
〔
一
七
六
二
〕

『
新
修
京
都
叢
書
第
十
巻
山
城
名
跡
巡
行
志
・
京
町
鑑
』

光
彩
社
（
一
九
六
八
）
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高
松
殿
址
碑

高
松
殿
址
碑
（
駒
札
）

南
側
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
「
　
ま
よ
ひ
ご
の
や
し
ろ

迷
子
社　
」
は
、『
城
池
天
府
京
師
地
図
』

（
寛
延
三
年
〔
一
七
五
〇
〕）
で
も
確
か
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■

高
松
殿
址

■

高
松
殿
址
の
碑

高
松
神
明
社
の
鳥
居
脇
に
「
高
松
殿
址
」
の
碑
。
傍
ら
に
、
京
都
市
に
よ

る
駒
札
が
立
っ
て
い
ま
す
。
念
の
た
め
に
、
駒
札
の
内
容
を
書
き
取
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　た
か
ま
つ
で
ん
あ
と

高
松
殿
址　

高
松
殿
は
、
醍
醐
天
皇
の
皇
子
、
西
宮
左
大
臣
と
呼
ば
れ
た
源

　
た
か
あ
き
ら

高
明　
（
九
一
四
〜
九
八
二
）
の
邸
宅
で
、「
　
し
ゅ
う
が
い
し
ょ
う

拾
芥
抄　
」
に
「
姉
小

路
北
　
西
洞
院
東
　
高
明
親
王
家
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

高
明
の
娘
、
明
子
は
、
当
所
に
住
し
て
高
松
殿
と
称
さ
れ
、
後

に
藤
原
道
長
の
室
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
三
条
天
皇
の
皇
子
小
一

条
院
の
御
所
と
も
な
っ
た
が
、
文
献
で
は
、
治
安
元
年
（
一
〇
二

一
）
と
、
更
に
百
年
後
の
保
安
元
年
（
一
一
二
〇
）
に
焼
亡
記
事

が
見
え
る
。

院
政
期
の
久
安
二
年
（
一
一
四
六
）
に
は
、
鳥
羽
上
皇
の
命
に

よ
り
新
造
さ
れ
、
造
営
に
は
、
後
に
大
蔵
卿
と
な
っ
た
長
門
守
源

　も
ろ
ゆ
き

師
行　
が
当
た
っ
て
い
る
。
久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）
に
は
、
後
白

河
天
皇
が
当
所
で
即
位
し
、
保
元
二
年
（
一
一
五
七
）
ま
で
内
裏

と
な
り
、
高
松
内
裏
と
も
称
さ
れ
た
。

保
元
の
乱
（
一
一
五
六
）
の
際
に
は
、
崇
徳
上
皇
方
の
白
河

北
殿
に
対
し
て
、
後
白
河
天
皇
の
本
拠
地
と
な
り
、
源
　よ
し
と
も

義
朝　
や
平

　き
よ
も
り

清
盛　
ら
の
軍
勢
が
こ
こ
に
参
集
し
て
、
白
河
の
地
へ
攻
め
込
ん
だ

こ
と
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。

そ
の
後
、
平
治
の
乱
（
一
一
五
九
）
に
御
所
は
焼
失
す
る
が
、

邸
内
に
祀
ら
れ
て
い
た
鎮
守
社
高
松
明
神
は
、
現
在
も
高
松
神
明

神
社
と
し
て
残
る
。

京
都
市
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■

源
高
明
の
こ
と

駒
札
の
記
載
を
参
考
に
し
な
が
ら
、「
　た
か
ま
つ
ど
の

高
松
殿　
」
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま

し
ょ
う
。
幸
い
に
、『
拾
芥
抄
』（
鎌
倉
中
期
成
立
）
の
影
印
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
（http://hdl.handle.net/2433/277

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
実
際
に
調
べ
る
と
、「
諸
名
所
部
第
二
十
」
の
表
題
を
立
て
た
中

に
、
確
か
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
り
ま
す
。

　タ
カ
マ
ツ

高
松　
殿
　姉小
路
北
　
西
洞
院
東

高
明
親
王
家

　

こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
高
明
親
王
は
、
　
み
な
も
と
の
た
か
あ
き
ら

源
高
明　
（
延
喜
一
四
年
〔
九

一
四
〕
〜
天
元
五
年
〔
九
八
二
〕）
の
こ
と
。
醍
醐
天
皇
の
第
一
二
皇
子
（
母

は
源
周
子
）
で
臣
籍
に
下
っ
て
、
源
氏
を
名
乗
り
ま
し
た
。
右
京
四
条
の
豪

邸
に
住
ん
だ
の
で
、
西
宮
左
大
臣
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
異
母
弟
の
村
上
天
皇

（
延
長
四
年
〔
九
二
六
〕
〜
康
保
四
年
〔
九
六
七
〕、
母
は
藤
原
穏
子
）
の
在

位
中
に
は
、
　
ふ
じ
わ
ら
の
も
ろ
す
け

藤
原
師
輔　
（
延
喜
八
年
〔
九
〇
九
〕
〜
天
徳
四
年
〔
九
六
〇
〕）

と
と
も
に
治
世
を
支
え
ま
し
た
。
師
輔
の
長
女
、
安
子
は
村
上
天
皇
の
中
宮

で
、
そ
の
皇
子
が
冷
泉
天
皇
、
円
融
天
皇
と
し
て
即
位
し
ま
す
。
源
高
明
は

　
ふ
じ
わ
ら
の
も
ろ
す
け

藤
原
師
輔　
（
延
喜
八
年
〔
九
〇
九
〕
〜
天
徳
四
年
〔
九
六
〇
〕）
の
三
女
と

五
女
（
愛
宮
）
を
娶
っ
て
い
ま
す
。

村
上
天
皇
の
崩
御
、
冷
泉
天
皇
の
即
位
に
と
も
な
っ
て
、
源
高
明
は
康
保

四
年
〔
九
六
七
〕
に
左
大
臣
。
こ
の
と
き
、
右
大
臣
は
　も
ろ
た
だ

師
尹　
（
延
喜
二
〇
〔
九

二
〇
〕
〜
安
和
二
年
〔
九
六
九
〕）、
関
白
太
政
大
臣
は
　さ
ね
よ
り

実
頼　
。
た
だ
し
、
源

高
明
は
、
皇
太
子
に
自
分
の
娘
を
娶
せ
た
為
平
親
王
を
擁
立
す
る
こ
と
に
は

失
敗
。
か
わ
り
に
、
そ
の
弟
の
守
平
親
王
（
円
融
天
皇
）
が
皇
太
子
に
立
っ

た
の
は
、
師
尹
ら
藤
原
氏
の
策
略
。
さ
ら
に
は
、
藤
原
氏
の
あ
か
ら
さ
ま
な

他
氏
排
斥
は
止
め
ど
が
あ
り
ま
せ
ん
。
藤
原
師
輔
が
亡
く
な
っ
て
後
ろ
盾
が

い
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
藤
原
氏
と
の
関
係
が
悪
く
な
り
、
源
高
明

は
、
安
和
の
変
（
安
和
二
年
〔
九
六
九
〕）
で
失
脚
、
太
宰
府
に
左
遷
さ
れ
ま

し
た
。
か
わ
り
に
左
大
臣
に
な
っ
た
の
は
師
尹
で
す
の
で
、
安
和
の
変
は
そ

の
陰
謀
な
の
は
明
ら
か
で
す
。
虚
偽
の
密
告
を
し
た
の
は
、
源
　み
つ
な
か

満
仲　
（
の
ち

多
田
満
仲
）
ら
。
わ
が
世
を
え
た
と
お
も
っ
た
の
も
つ
か
の
間
、
師
尹
は
そ

の
年
の
暮
に
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。『
大
鏡
』
に
も
、「
安
和
の
変
は
師
尹
が

仕
組
ん
だ
」
と
の
噂
が
、
す
で
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す

左
大
臣
師
尹

こ
の
　お
と
　ゞ　

大
臣　
は
　た
　ゞ　
ひ
ら

忠
平　
の
　お
と
　ゞ　

大
臣　
の
　ご
ら
う

五
郎　
、
　こ
い
ち
で
う

小
一
條　
の
　お
と
　ゞ　

大
臣　
と
　き
こ聞　
え

さ
せ
　た
ま給　
ふ
め
り
。
　お
ん
は
は

御
母　
　く
で
う
ど
の

九
條
殿　
に
　お
な同　
じ
。
　お
と
　ゞ　

大
臣　
の
　
く
ら
ゐ位　
に
て
　み
と
せ

三
年　
、

　さ
だ
い
じ
ん

左
大
臣　
に
う
つ
り
　た
ま給　
ふ
こ
と
、
　
に
し
の
み
や
ど
の

西
宮
殿　
の
　つ
く
し

筑
紫　
へ
く
だ
り
　た
ま給　
ふ
　お
ん御　

か
は
り
な
り
。
こ
の
　お
ん
こ
と

御
事　
の
み
だ
れ
は
、
こ
の
　こ
い
ち
で
う

小
一
條　
の
　お
と
　ゞ　

大
臣　
が

い
ひ
　い出　
で
　た
ま給　
へ
る
と
ぞ
　よ世　
の
　ひ
と人　
　き
こ聞　
え
し
。
さ
て
そ
の
　と
し年　
も
　す過　
ぐ
さ

ず
う
せ
　た
ま給　
ふ
な
ど
こ
そ
　ま
を申　
す
め
り
し
か
。
そ
れ
も
　
ま
こ
と實　
に
や
。

『
大
鏡
』
上
之
巻
、「
左
大
臣
師
尹
」

『
水
鏡
・
大
鏡
・
今
鏡
・
増
鏡
』
国
民
文
庫
刊
行
会
（
一
九
一
〇
）

（
現
代
語
訳
）

　さ
だ
い
じ
ん

左
大
臣　
　も
ろ
た
だ

師
尹　

こ
の
　だ
い
じ
ん

大
臣　
は
、
　た
だ
ひ
ら

忠
平　
大
臣
の
五
男
で
、
　こ
い
ち
じ
ょ
う

小
一
條　
の
　お
と
ど

大
臣　
と
申
し

上
げ
た
。
母
上
は
　く
じ
ょ
う
ど
の

九
條
殿　
と
同
じ
で
あ
る
。
右
大
臣
の
位
に
三
年

い
た
の
ち
、
　さ
だ
い
じ
ん

左
大
臣　
に
お
か
わ
り
に
な
っ
た
の
は
、
　つ
く
し

筑
紫　
へ
左
遷

さ
れ
た
　
に
し
の
み
や
ど
の

西
宮
殿　
（
源
高
明
）
の
か
わ
り
で
あ
る
。
こ
の
変
事
（
安
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和
の
変
）
の
お
こ
り
は
、
師
尹
大
臣
が
言
い
出
し
た
こ
と
だ
と
、

世
の
人
々
の
噂
に
な
っ
て
い
た
。「
　あ
ん案　
の
　
じ
ょ
う定　
、
そ
の
年
が
過
ぎ
な

い
う
ち
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
　た
た祟　
り
で
あ
る
の
を
認
め
る

か
の
よ
う
な
噂
が
た
っ
た
の
も
、
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

師
尹
の
突
然
の
死
に
関
し
て
、
源
高
明
の
祟
り
だ
と
い
う
噂
が
た
っ
た
の

は
当
然
で
、
源
高
明
が
天
禄
二
年
〔
九
七
一
〕
に
わ
ず
か
一
年
あ
ま
り
で
京

都
帰
還
を
許
さ
れ
る
の
は
、
藤
原
一
族
が
そ
れ
以
上
の
祟
り
を
恐
れ
た
た
め

だ
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
第
4
回
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
こ
ろ
は
ま
だ
菅

原
道
真
の
怨
霊
が
信
じ
ら
れ
て
い
た
時
代
な
の
で
、
す
こ
し
で
も
変
わ
っ
た

事
が
あ
る
と
、
身
に
覚
え
の
あ
る
連
中
は
、「
次
は
自
分
が
祟
ら
れ
る
番
か

も
し
れ
な
い
」
と
居
心
地
が
わ
る
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
源
高
明
は
、
京
都

に
帰
還
し
た
の
ち
、
政
界
に
復
帰
す
る
こ
と
な
く
隠
棲
。

『
今
昔
物
語
』
巻
第
二
七
に
は
、「
桃
薗
柱
穴
　シ指
ー二　
　シ
テ
出　
　ノ児　
　手
一　
　ク招
レ　
　ヲ人　
語

第

三
」
と
い
う
源
高
明
の
太
宰
府
左
遷
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う
な
話
が
載
っ
て

い
ま
す
。
粗
筋
は
次
の
通
り
。

桃
薗
の
柱
の
穴
、
児
の
手
、
指
し
出
し
て
人
を
招
く
こ
と
、
第
三

今
と
な
っ
て
は
昔
の
こ
と
。
桃
薗
と
い
う
の
は
、
今
の
世
尊
寺

の
地
で
、
当
時
は
寺
は
な
く
、
西
宮
左
大
臣
（
源
高
明
）
が
住
ん

で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
寢
殿
の
南
東
の
母
家
の
柱
に
、
節
穴
が
開

い
て
い
た
。
夜
に
な
る
と
、
そ
の
穴
か
ら
、
小
児
の
手
が
出
て
き

て
、
手
招
き
を
す
る
怪
異
が
あ
っ
た
。
大
臣
は
こ
れ
を
聞
い
て
、

穴
の
上
に
お
経
を
結
び
つ
け
た
り
、
仏
像
を
懸
け
た
り
し
た
け
れ

ど
も
、
二
、
三
日
経
つ
と
、
夜
半
ご
ろ
の
人
が
皆
寝
静
ま
る
と
必

ず
怪
異
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
矢
か
ら
矢
先
を
は
ず
し
て
、
穴
に

深
く
打
ち
込
む
と
怪
異
が
止
ま
っ
た
。
こ
れ
は
合
点
の
ゆ
か
ぬ
こ

と
で
、「
仏
や
お
経
の
　
し
る
し験　
よ
り
も
矢
先
の
験
を
恐
れ
る
と
は
、
ど

ん
な
人
の
霊
な
の
だ
ろ
う
」
と
、
世
人
は
い
ぶ
か
っ
て
噂
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
今
昔
物
語
の
話
が
安
和
の
変
以
前
だ
と
す
る
と
、
安
和
の
変

で
源
　み
つ
な
か

満
仲　
が
押
し
入
っ
た
の
は
、
西
宮
で
あ
っ
て
高
松
殿
で
は
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
確
か
め
る
の
に
、
う
ま
い
具
合
に
、『
後
拾
遺
和

歌
集
』
に
、
西
宮
を
詠
っ
た
、
恵
慶
法
師
の
歌
が
載
っ
て
い
ま
す
。

西
宮
の
お
ほ
い
ま
う
ち
ぎ
み
つ
く
し
に
ま
か
り
て
の
ち
、
す
み
侍
け

る
に
し
の
み
や
の
家
を
見
あ
り
き
て
よ
み
は
べ
り
け
る

恵
慶
法
師

松
風
も
岸
う
つ
浪
も
　ゝ　
ろ
と
も
に

む
か
し
に
あ
ら
ぬ
　音声　
の
す
る
か
な

後
拾
遺
和
歌
集
巻
第
十
七
・
雑
三
・
一
〇
〇
〇

「
西
宮
の
　
お
ほ
い
ま
う
ち
ぎ
み

大
公
卿　
」
は
、
源
高
明
の
こ
と
。
詞
書
は
、「
源
高
明
が
筑
紫

に
ゆ
か
れ
た
の
ち
、
住
ん
で
い
た
西
宮
の
家
を
見
物
し
て
詠
ん
だ
」
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
太
宰
府
に
左
遷
さ
れ
る
と
き
に
は
、
す
で
に
西
宮
に
住
ん
で

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
安
和
の
変
の
と
き
は
、
高
松
殿

は
、
別
業
と
な
っ
て
い
た
か
（
逆
に
、
西
宮
が
別
業
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）、
あ

る
い
は
娘
の
源
明
子
に
伝
領
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
第
26
回
で
紹
介
し
た
、
御
子
左
・
　
か
ね
あ
き
ら

兼
明　
親
王
（
源
兼
明
）
は
、

源
高
明
の
異
母
兄
（
母
は
藤
原
菅
根
女
淑
姫
）
で
す
。
源
兼
明
は
、
天
禄
二

年
〔
九
七
一
〕
に
左
大
臣
に
就
任
し
て
い
ま
す
。
源
兼
明
か
ら
兼
明
親
王
へ

の
皇
籍
復
帰
の
陰
謀
も
藤
原
氏
の
内
紛
が
ら
み
。
藤
原
氏
の
専
横
が
こ
の
こ

ろ
か
ら
あ
か
ら
さ
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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■

藤
原
道
長
室
　
高
松
殿

源
高
明
は
、
藤
原
師
輔
の
五
女
愛
宮
と
の
間
に
、
源
明
子
を
設
け
て
い
ま

す
。
源
明
子
は
高
松
殿
を
伝
領
し
て
お
り
、
の
ち
に
藤
原
道
長
の
室
と
な
り

ま
す
。『
大
鏡
』
下
之
巻
の
「
太
政
大
臣
道
長
」
伝
に
、
道
長
に
は
二
人
の

室
（
北
の
方
）
が
い
る
と
し
て
、
ま
ず
源
雅
信
女
の
倫
子
の
出
自
を
紹
介

し
、
道
長
と
の
間
に
な
し
た
子
女
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
続
い
て
、
明
子
の
紹

介
の
と
こ
ろ
を
引
用
し
ま
し
ょ
う
。

　ま
た又　
、
　た
か
ま
つ
ど
の

高
松
殿　
の
　う
へ上　
と
　ま
を申　
す
も
、
　げ
ん
じ

源
氏　
に
お
は
し
ま
す
。
　え
ん
ぎ

延
喜　
の

　わ
う
じ

皇
子　
　た
か
あ
き
ら
し
ん
わ
う

高
明
親
王　
を
　延喜
二
十
年
十
二
月
二
十

八
日
姓
を
た
ま
は
り
て
　
　さ
だ
い
じ
ん

左
大
臣　
　左大
将
　
に
な
し
　
た
て
ま
つ
奉　
ら
せ

　た
ま給　
へ
り
し
に
、
　お
も思　
は
ざ
る
　ほ
か外　
の
　こ
と事　
に
よ
り
て
、
　大臣
と
ら
れ
て

太
宰
の
権
の
　
　そ
ち帥　
に
な

ら
せ
　た
ま給　
ひ
て
、
　なが
さ
れ

給
ひ
し
、　
い
と

く
　
こ
こ
ろ心　
う
か
り
し
　こ
と事　
ぞ
か
し
。
そ
の

　お
ん御　
む
す
め
に
お
は
し
ま
す
。
そ
れ
を
か
の
　と
の殿　
　つ
く
し

筑
紫　
に
お
は
し
ま
し

け
る
　と
し年　
、
こ
の
　ひ
め
ぎ
み

姫
君　
ま
だ
い
と
　
を
さ
な幼　
く
お
は
し
ま
し
け
る
を
、
　お
ん御　
を

ぢ
の
十
五
の
　み
や宮　
と
　ま
を申　
し
た
る
も
、
　お
な同　
じ
く
　え
ん
ぎ

延
喜　
の
　わ
う
じ

皇
子　
に
お
は
し

ま
す
、
　を
ん
な
ご

女
子　
も
お
は
せ
ざ
り
け
れ
ば
、
こ
の
　き
み君　
を
　と取　
り
　
た
て
ま
つ
奉　
り
て
、

　
や
し
な養　
ひ
か
し
づ
き
　
た
て
ま
つ
奉　
り
て
、
も
ち
ゐ
　た
ま給　
へ
る
に
、
　
に
し
の
み
や
ど
の

西
宮
殿　
も
十
五
の

　み
や宮　
も
か
く
れ
さ
せ
　た
ま給　
ひ
し
　の
ち後　
に
、
　こ故　
　に
よ
ゐ
ん

女
院　
の
　
き
さ
き后　
に
お
は
し
ま
し
ゝ

を
り
、
こ
の
　ひ
め
ぎ
み

姫
君　
を
　む
か迎　
へ
　
た
て
ま
つ
奉　
ら
せ
　た
ま給　
ひ
て
、
　
ひ
が
し
さ
ん
で
う
ど
の

東
三
條
殿　
の
　
ひ
が
し東　
の
　た
い對　

に
　
ち
や
う帳　
を
た
て
、
　か
べ
し
ろ

壁
代　
を
ひ
き
て
、
わ
が
　お
ん御　
し
つ
ら
ひ
に
　
い
さ
　ゝ　
か
聊　
お
と
さ

せ
　た
ま給　
は
ず
、
し
す
ゑ
　き
こ聞　
え
さ
せ
　た
ま給　
ひ
、
　
に
よ
う
ぼ
う

女
房　
、
　
さ
ぶ
ら
ひ
侍　
、
　け
い
し

家
司　
、
　し
も
び
と

下
人　

ま
で
　べ
ち別　
に
あ
か
ち
あ
て
さ
せ
　た
ま給　
ひ
て
、
　ひ
め
ぎ
み

姫
君　
な
ど
の
お
は
し
ま
さ

ひ
し
　ご
と如　
く
に
、
　か
ぎ限　
り
な
く
　お
も思　
へ
か
し
づ
き
　き
こ聞　
え
さ
せ
　た
ま給　
ひ
し
か

ば
、
　お
ん御　
せ
う
と
の
　と
の殿　
ば
ら
、
わ
れ
も

く
と
よ
し
ば
み
　ま
を申　
し
　た
ま給　
ひ

け
れ
ど
、
　
き
さ
き后　
か
し
こ
く
　せ
い制　
し
　ま
を申　
さ
せ
　た
ま給　
ひ
て
、
　い
ま今　
の
　に
ふ
だ
う
ど
の

入
道
殿　
を
ぞ

　ゆ
る許　
し
　き
こ聞　
え
さ
せ
　た
ま給　
ひ
け
れ
ば
、
　か
よ通　
ひ
　
た
て
ま
つ
奉　
ら
せ
　た
ま給　
ひ
し
　ほ
ど程　
に
、
　
を
ん
な
ぎ
み

女
君　

　
ふ
た
と
こ
ろ

二
所　
、
　
を
と
こ
ぎ
み

男
君　
　よ
と
こ
ろ

四
所　
お
は
し
ま
す
ぞ
か
し
。

『
大
鏡
』
下
之
巻
、「
太
政
大
臣
道
長
」

『
水
鏡
・
大
鏡
・
今
鏡
・
増
鏡
』
国
民
文
庫
刊
行
会
（
一
九
一
〇
）

（
現
代
語
訳
）

ま
た
、
　た
か
ま
つ
ど
の

高
松
殿　
の
　う
え上　
と
お
呼
び
す
る
方
も
、
　げ
ん
じ

源
氏　
の
　で出　
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
。
醍
醐
天
皇
の
　お
う
じ

皇
子　
　た
か
あ
き
ら
し
ん
の
う

高
明
親
王　
は
（
延
喜
二
十
年
十

二
月
二
十
八
日
に
源
氏
の
姓
を
た
ま
わ
っ
て
左
大
将
そ
し
て)

左

大
臣
に
昇
進
さ
れ
た
の
に
、
予
想
外
の
こ
と
よ
っ
て
（
大
臣
の
位

を
剥
奪
さ
れ
て
）、
太
宰
府
の
副
長
官
に
な
ら
れ
た
（
配
流
さ
れ

た
）
の
は
、
た
い
へ
ん
に
こ
こ
ろ
塞
ぎ
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
高
松

殿
は
、
そ
の
方
（
源
高
明
）
の
姫
君
で
あ
る
。
そ
の
方
（
源
高
明
）

が
筑
紫
の
太
宰
府
に
出
立
さ
れ
た
年
、
同
じ
醍
醐
天
皇
の
皇
子
で

あ
っ
た
叔
父
の
十
五
の
　み
や宮　
（
盛
明
親
王
、
　
み
な
も
と
の
も
り
あ
き
ら

源
盛
明　
）
が
、
女
の
お

子
様
が
い
な
い
の
で
、
ま
だ
た
い
へ
ん
に
幼
な
か
っ
た
こ
の
姫
君

を
お
引
き
取
り
に
な
っ
て
養
女
と
し
て
養
育
な
さ
っ
た
。
　
に
し
の
み
や
ど
の

西
宮
殿　

（
源
高
明
）
も
十
五
の
宮
（
盛
明
親
王
）
も
お
な
く
な
り
に
な
っ
た

の
ち
は
、
　こ故　
　
ひ
が
し
さ
ん
じ
ょ
う
に
ょ
い
ん

東
三
条
女
院　
（
藤
原
詮
子
、
藤
原
兼
家
の
次
女
。
一

条
天
皇
の
母
）
が
ご
存
命
で
、
円
融
天
皇
の
　
き
さ
き后　
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
折
に
、
こ
の
姫
君
を
お
迎
え
に
な
っ
て
、
ま
る
で
わ
が
子
の
よ

う
に
遇
さ
れ
た
。
　
ひ
が
し
さ
ん
じ
ょ
う
ど
の

東
三
条
殿　
の
　
ひ
が
し東　
の
　た
い対　
に
、
部
屋
の
間
仕
切
り
に

　き
ち
ょ
う

几
帳　
（
移
動
式
カ
ー
テ
ン
）
を
立
て
て
、
部
屋
の
入
口
に
は
　か
べ
し
ろ

壁
代　

（
カ
ー
テ
ン
）
を
垂
ら
し
、
そ
の
　
し
つ
ら設　
え
は
、
い
さ
さ
か
も
手
を
抜
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く
こ
と
な
く
作
り
据
え
て
、
　
に
ょ
う
ぼ
う

女
房　
、
　
さ
ぶ
ら
い
侍　
、
　け
い
し

家
司　
、
　し
も
び
と

下
人　
ま
で
、
別

に
手
当
を
な
さ
っ
て
、
ま
る
で
実
の
姫
君
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う

に
、
深
く
お
こ
こ
ろ
づ
か
い
な
さ
っ
た
の
で
、
年
頃
の
息
子
を
も

つ
ご
兄
弟
が
、
わ
れ
も
わ
れ
も
と
結
婚
を
申
し
込
ま
れ
た
。
し
か

し
、
東
三
条
女
院
は
、
体
よ
く
お
断
り
に
な
っ
て
、
　い
ま今　
の
　
に
ゅ
う
ど
う
ど
の

入
道
殿　

（
藤
原
道
長
）
に
だ
け
許
可
を
出
さ
れ
、
　
に
ゅ
う
ど
う
ど
の

入
道
殿　
（
藤
原
道
長
）
が

お
　か
よ通　
い
に
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
高
松
殿
は

　
に
ゅ
う
ど
う
ど
の

入
道
殿　
（
藤
原
道
長
）
と
の
間
に
、
ご
息
女
を
二
人
、
ご
子
息
を

四
人
設
け
ら
れ
た
。

東
三
條
院
（
詮
子
）
の
父
親
藤
原
兼
家
と
、
源
明
子
の
母
親
愛
宮
と
は
ど

ち
ら
も
藤
原
師
輔
の
子
供
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
東
三
條
院
（
詮
子
）
と
源

明
子
は
　い

と

こ

従
姉
妹　
で
す
。
ま
た
、
藤
原
道
長
は
、
東
三
條
院
（
詮
子
）
と
は
同

母
の
弟
で
す
か
ら
、
道
長
と
源
明
子
も
　い

と

こ

従
兄
妹　
で
す
。
兄
道
隆
の
息
伊
周
を

さ
し
お
い
て
、
弟
の
道
長
を
支
持
す
る
な
ど
、
東
三
条
院
（
詮
子
）
は
、
な

か
な
か
の
遣
り
手
で
す
ね
。
多
分
、
明
子
を
通
じ
て
道
長
に
対
し
て
影
響
力

を
行
使
す
る
戦
略
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

■

堀
川
女
御
と
高
松
殿
女
御

藤
原
道
長
と
高
松
殿
（
明
子
）
と
の
間
に
生
ま
れ
た
長
家
（
道
長
の
六

男
）
が
御
子
左
邸
を
伝
領
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
第
26
回
で
述
べ
ま
し
た
。

藤
原
道
長
と
高
松
殿
（
明
子
）
と
の
間
に
生
ま
れ
た
寛
子
は
、
小
一
条
院

の
女
御
と
な
り
ま
し
た
が
、
母
と
同
じ
高
松
殿
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
高
松

殿
女
御
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
小
一
条
院
の
女
御
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
は
、
藤

原
道
長
の
強
引
な
外
戚
政
策
の
あ
く
ど
さ
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

小
一
条
院
は
、
　
あ
つ
あ
き
ら

敦
明　
親
王
で
、
三
条
天
皇
の
第
一
皇
子
で
す
。
三
条
天
皇

は
、
藤
原
道
長
の
圧
力
で
、
皇
太
子
と
し
て
一
条
天
皇
の
第
二
皇
子
敦
成
親

王
（
道
長
の
孫
、
の
ち
の
後
一
条
天
皇
）
と
し
ま
し
た
。
自
分
が
退
位
し
て

後
一
条
天
皇
を
即
位
さ
せ
る
と
き
、
自
分
の
第
一
皇
子
の
敦
明
親
王
を
後
一

条
天
皇
の
皇
太
子
と
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
道
長
に
呑
ま
せ
ま
し
た
。
皇

太
子
と
な
っ
た
敦
明
親
王
は
、
小
一
条
院
（
所
在
地
は
、
現
在
の
京
都
御
苑

内
）
を
御
所
と
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
三
条
天
皇
（
上
皇
）
が
崩
御
す
る

と
、
道
長
は
敦
明
親
王
に
圧
力
を
か
け
て
、
皇
太
子
を
辞
退
さ
せ
ま
す
。
道

長
は
、
さ
す
が
に
気
が
と
が
め
た
の
か
、
敦
明
親
王
を
小
一
条
院
と
し
て
、

上
皇
の
待
遇
（
准
太
上
天
皇
）
を
与
え
、
娘
の
寛
子
を
　
め
あ
わ娶　
せ
ま
す
。

も
と
も
と
、
小
一
条
院
（
敦
明
親
王
）
に
は
、
正
室
藤
原
延
子
（
堀
川
女

御
、
堀
川
左
大
臣
藤
原
　あ
き
み
つ

顕
光　
の
息
女
）
が
い
ま
し
た
が
、
棚
上
げ
に
さ
れ
た

恰
好
に
な
り
、
心
労
の
あ
ま
り
喀
血
し
て
頓
死
し
て
し
ま
い
ま
す
。『
後
拾

遺
和
歌
集
』
に
は
、
堀
川
女
御
が
詠
ん
だ
が
残
っ
て
い
ま
す
。
詞
書
に
は
、

「
小
一
条
院
は
、
春
宮
（
皇
太
子
）
で
あ
っ
た
が
、
予
想
も
し
な
い
の
に
そ
の

位
を
お
り
ら
れ
た
と
き
、
見
張
り
小
屋
な
ど
を
壊
す
騒
ぎ
を
み
て
詠
ん
だ
」

と
あ
り
ま
す
。
居
宅
の
小
一
条
院
を
、
皇
太
子
を
降
り
た
た
め
に
退
去
す
る

際
の
で
き
ご
と
を
詠
ん
だ
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

小
一
条
院
春
宮
と
き
こ
え
け
る
時
お
も
は
ず
に
位
お
り
　
た
ま
ひ給　
け
る
に
、

火
た
き
や
な
ど
こ
ぼ
ち
さ
わ
ぐ
を
み
て
よ
み
侍
り
け
る

堀
河
女
御

雲
居
ま
で
た
ち
の
ぼ
る
べ
き
煙
か
と

み
え
し
お
も
ひ
の
ほ
か
に
も
　あ
る有　
　か
な哉　

後
拾
遺
和
歌
集
巻
第
十
七
・
雑
三
・
九
九
〇

歌
は
、「
見
張
り
所
の
煙
を
み
て
、
次
の
天
皇
の
位
に
つ
く
た
め
の
護
衛
が
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詰
め
て
い
る
と
し
か
思
い
浮
か
ば
ず
、
ほ
か
の
事
態
に
は
思
い
及
ば
な
か
っ

た
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
は
、「
そ
れ
ま
で
は
一
緒
に
住
ん
で
い
た
小
一
条
院
が
、
高
松
殿

女
御
の
住
む
高
松
殿
に
移
り
住
ん
で
、
訪
れ
が
間
遠
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
頃

に
、
松
風
が
心
を
さ
ら
に
傷
つ
け
る
よ
う
に
吹
い
て
い
る
の
を
聞
い
て
」
と

い
う
詞
書
の
つ
い
た
歌
が
載
っ
て
い
ま
す
。

同
院
高
松
女
御
に
す
み
う
つ
り
　
た
ま
ひ給　
て
た
え

ぐ
に
　
な
り
た
ま
ひ

成
給　
て
の
　こ
ろ比　
、
松

風
心
す
ご
く
吹
け
る
を
き
ゝ
て

堀
河
女
御

松
風
は
色
や
み
ど
り
に
ふ
き
つ
ら
ん

も
の
思
ふ
人
の
身
に
ぞ
し
み
ぬ
る

後
拾
遺
和
歌
集
巻
第
十
七
・
雑
三
・
九
九
一

歌
意
は
、「
松
風
が
す
ご
く
吹
い
て
も
、
い
つ
も
変
わ
ら
ぬ
緑
色
の
葉
な
ら

ば
平
気
で
耐
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
心
変
わ
り
を
し
た
男
の
訪
れ

が
遠
の
い
た
の
を
憂
え
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
、
強
す
ぎ
て
、
身
に
し
む
よ

う
に
冷
た
い
」
と
と
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

堀
川
女
御
の
父
の
左
大
臣
藤
原
顕
光
も
、
二
年
後
に
病
死
。
怨
霊
と
な
っ

て
、「
悪
霊
左
府
」
と
よ
ば
れ
、
道
長
一
族
に
祟
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
高
松

殿
女
御
（
寛
子
）
が
早
世
し
た
の
も
、
怨
霊
の
せ
い
だ
と
噂
さ
れ
ま
し
た
。

『
十
訓
抄
』
に
よ
る
と
芦
屋
道
満
に
呪
詛
さ
せ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

■

二
宮
金
次
郎
像
と
丸
型
郵
便
ポ
ス
ト

高
松
神
明
社
か
か
ら
姉
小
路
通
を
東
に
進
ん
で
、
南
側
。「
ナ
ガ
イ
歌
謡

教
室
」
と
張
り
紙
の
あ
る
建
物
の
二
階
部
分
に
、
町
名
看
板
「
姉
小
路
通
衣

　あ
ね
こ
う
じ
ど
お
り

姉
小
路
通　

　
こ
ろ
も
だ
な

衣
棚　

　に
し
い
る

西
入　
　つ
き
ぬ
け
ち
ょ
う

突
抜
町　
1©

二
種
類
の
町
名
看
板

棚
西
入
突
抜
町
」
1©
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
看
板
は
「
上
京
區
」

と
あ
り
、
旧
字
体
の
「
區
」
が
つ
か
わ
れ
て
お
り
、
し
か
も
右
か
ら
の
一
行

書
き
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
当
初
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
る
看
板
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
カ
イ
ゼ
ル
髭
の
役
人
が
、
看
板
の
上
部
に
位
置
し
て
い
る

の
も
め
ず
ら
し
い
。

こ
の
建
物
の
一
階
部
分
に
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
町
名
看
板
も
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

姉
小
路
通
と
新
町
通
の
交
差
点
を
南
へ
。
新
町
通
の
東
側
の
店
頭
に
二
宮

金
次
郎
像
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
京
都
市
内
で
は
、
珍
し
い
の
で
載
せ
て
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二
宮
金
次
郎
像

お
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
そ
の
南
隣
の
建
物
は
、
な
ん
と
も
ユ
ニ
ー
ク
な
紅
柄
の
和
洋
折

衷
で
、
屋
根
に
は
阿
吽
の
狛
犬
が
の
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
丸
型

郵
便
ポ
ス
ト
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
銘
板
に
は
、
郵
便
差
出
箱
一
号
丸
型
保
存
協
会
に
よ
る
、
次
の
よ
う

な
説
明
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
郵
便
差
出
箱
一
号
丸
型
」

昭
和
二
十
四
年
に
全
国
に
普
及
し
た
「
郵
便
差
出
箱
一
号
丸
型
」

と
言
う
名
称
の
郵
便
ポ
ス
ト
で
す
。
高
さ
一
三
五cm

、
直
径
四

○cm

、
重
さ
八
○kg

の
鋳
鉄
製
で
、
昭
和
六
十
年
に
は
約
十
五

万
個
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
保
存
用
に
残
す
の

み
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
最
初
に
設
置

さ
れ
た
こ
の
地
を
記
念
し
て
永
く
文
化
的
に
保
存
す
る
も
の
で
す
。

丸
型
郵
便
ポ
ス
ト

郵
便
差
出
箱
一
号
丸
型
保
存
協
会

■

八
幡
山
・
川
崎
家
住
宅
・
鬼
殿

新
町
三
条
の
辻
を
南
下
す
る
と
、
新
町
通
東
側
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
八
幡

山
の
会
所
が
あ
り
ま
す
。
新
町
通
の
東
側
に
面
し
た
ビ
ル
に
は
、「
八
幡
山

保
存
会
」（
新
町
通
三
条
下
る
三
条
町
）
の
看
板
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

八
幡
山
保
存
会
の
会
所
よ
り
、
や
や
南
に
八
幡
山
の
組
み
立
て
が
お
こ
な

わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
川
崎
家
住
宅
の
向
か
い
側
で
す
。

多
分
、
結
界
の
注
連
縄
の
奥
に
見
え
る
建
物
が
収
蔵
庫
で
し
ょ
う
。
注
連
縄

の
斜
め
右
上
の
二
階
部
分
に
、「
新
町
通
三
条
下
る
三
条
町
」
4©
の
看
板

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
中
京
区
」
の
部
分
が
左
横
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
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八
幡
山
保
存
会

八
幡
山
収
蔵
庫

新
規
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

八
幡
山
の
ご
神
体
は
、
厨
子
入
り
の
応
神
天
皇
馬
上
像
で
、
普
段
は
町
会

所
（
収
蔵
庫
）
の
庭
に
八
幡
神
社
（
小
祠
）
と
し
て
祀
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
八
幡
神
社
は
、
堀
川
五
条
（
現
在
は
、
若
宮
通
花
屋
町
上
る
若
宮
町
に
後

継
の
神
社
あ
り
）
の
若
宮
八
幡
宮
（
も
と
も
と
は
岩
清
水
八
幡
宮
の
若
宮
）

が
、
東
山
五
条
に
移
さ
れ
た
の
ち
、
こ
の
町
内
に
勧
請
し
た
も
の
。
八
幡
山

は
、
後
の
祭
に
登
場
し
ま
す
。
小
祠
は
、
総
金
箔
を
施
し
た
見
事
な
も
の
。

八
幡
山
巡
行
時
に
は
、
山
に
勧
請
し
た
小
祠
の
前
に
朱
鳥
居
を
設
え
、
そ
の

笠
木
に
鳩
が
二
羽
。
若
宮
八
幡
宮
に
つ
い
て
は
、
本
シ
リ
ー
ズ
第
14
回
で

詳
し
く
と
り
あ
げ
ま
し
た
。

川
崎
家
住
宅
（
新
町
通
六
角
上
る
）
は
、
京
都
市
指
定
有
形
文
化
財
で
、

主
屋
、
洋
館
、
茶
室
、
二
十
八
畳
蔵
、
十
二
畳
蔵
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
綿
花
商
井
上
利
助
が
建
て
た
も
の
。
茶
室
を

　し
ん
ま
ち
ど
お
り

新
町
通　

　
さ
ん
じ
ょ
う

三
条　

　さ
が
る

下
る　

　さ
ん
じ
ょ
う
ま
ち

三
条
町　
4©

紫
織
庵
と
称
し
て
い
ま
す
。

三
条
町
の
西
側
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
本
シ
リ
ー
ズ
第
28
回
の
「
鬼

殿
と
は
」
で
触
れ
ま
し
た
。「
鬼
殿
（
三
条
南
西
洞
院
東
、
有
佐
宅
、
悪
所

云
々
　
或
朝
成
跡
か
）」
と
い
う
『
拾
芥
抄
』
の
記
述
を
解
説
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

■

了
頓
図
子

衣
棚
通
の
三
条
か
ら
六
角
の
間
は
、
　り
ょ
う
と
ん
ず
し

了
頓
図
子　
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
は
も
と
も
と
茶
人
　ひ
ろ
の
り
ょ
う
と
ん

広
野
了
頓　
の
屋
敷
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
図
子
の
中
ほ

ど
東
側
に
、
広
野
了
頓
邸
跡
の
碑
が
あ
り
、
京
都
市
に
よ
る
駒
札
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
京
都
市
の
広
報
版
の
表
示
に
よ
れ
ば
、
こ
の
あ
た
り
の
町
名

表
示
は
、
衣
棚
通
三
条
下
る
了
頓
図
子
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

駒
札
を
、
次
に
引
用
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　ひ
ろ
の
り
ょ
う
と
ん

廣
野
了
頓　
邸
跡
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川
崎
家
住
宅

（
銘
板
）

広
野
了
頓
邸
跡
の
碑

（
駒
札
）

江
戸
時
代
初
期
の
地
誌
で
あ
る
「
　よ
う
し
ゅ
う
ふ
し

雍
州
府
志　
」
に
よ
る
と
、
足

利
家
代
々
の
従
臣
で
あ
る
廣
野
家
は
、
将
軍
　よ
し
は
る

義
晴　
、
　よ
し
て
る

義
輝　
の
時
代

に
こ
の
ち
を
領
有
し
た
。

そ
の
後
、
安
土
桃
山
時
代
に
な
っ
て
、
末
裔
で
あ
る
廣
野
了
頓

は
、
剃
髪
し
て
こ
の
地
に
茶
亭
を
構
え
、
茶
道
を
広
め
た
。

当
時
、
豊
臣
秀
吉
は
京
へ
入
洛
し
た
折
に
了
頓
邸
を
訪
れ
、
茶

を
点
じ
た
了
頓
は
、
そ
の
縁
で
二
百
八
十
石
の
知
行
を
あ
て
が
わ

れ
た
。

ま
た
、
　や
ま
し
な
と
き
つ
ね

山
科
言
経　
の
日
記
「
　と
き
つ
ね
き
ょ
う
き

言
経
卿
記　
」
に
も
、
文
禄
三
年

（
一
五
九
四
）
五
月
十
一
日
に
、
徳
川
家
康
が
了
頓
邸
を
訪
れ
遊

び
、
言
経
、
　ふ
る
た
お
り
べ

古
田
織
部　
ら
も
同
席
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
了

頓
は
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
、
徳
川
幕
府
か
ら
も
知
行
四
百
石
を

受
け
、
厚
遇
さ
れ
て
明
治
に
及
ん
だ
。（
後
略
）

京
都
市

■

三
条
衣
棚

　さ
ん
じ
ょ
う
こ
ろ
も
だ
な

三
条
衣
棚　
は
、
か
っ
て
此
の
地
に
あ
っ
た
寺
々
を
顧
客
に
し
た
法
衣
店

が
密
集
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
寺
々
が
、
秀
吉
の
天
正
転
地
に
よ
り
移
転
し
た

あ
と
も
、
長
い
あ
い
だ
、
衣
座
と
し
て
そ
の
地
位
を
保
っ
て
い
ま
し
た
。
京

都
史
蹟
会
に
よ
る
記
念
碑
が
、
こ
の
地
の
繁
栄
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

室
町
時
代
以
降
、
こ
の
地
に
法
衣
業
者
が
集
ま
っ
て
棚
売
を
始

め
や
が
て
、
町
名
と
な
っ
て
現
在
に
及
ん
だ
。
殊
に
、
弘
治
年
間

千
切
屋
の
祖
が
此
所
に
店
舗
を
開
き
し
よ
り
、
そ
の
分
家
、
別
家
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三
条
衣
棚
の
記
念
碑

一
門
次
第
に
繁
栄
し
、
此
町
を
中
心
と
し
て
、
近
辺
に
同
業
を
営

ん
だ
も
の
百
余
軒
の
多
き
に
上
っ
た
と
い
ふ
。（
後
略
）

法
衣
・
仏
具
を
商
う
千
切
屋
は
、
今
で
も
衣
棚
通
三
条
上
る
で
営
業
し
て

い
ま
す
。
こ
の
付
近
の
案
内
板
が
御
池
通
衣
棚
西
入
る
に
掲
示
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
写
真
を
載
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の
ほ
か
に
、
法
衣
店
と
し
て

は
、
峰
勘
法
衣
店
が
あ
る
よ
う
で
す
。

■

黒

主

山

室
町
通
を
室
町
六
角
の
辻
か
ら
北
上
す
る
と
、
黒
主
山
の
収
蔵
庫
（
中
京

区
室
町
通
三
条
下
る
烏
帽
子
屋
町
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
山
は
、
謡
曲
「
志

御
池
通
衣
棚
西
入
る
の
案
内
板

賀
」
に
よ
る
も
の
で
、
六
歌
仙
の
一
人
　お
お
と
も
の
く
ろ
ぬ
し

大
伴
黒
主　
が
桜
の
花
を
眺
め
て
い
る

姿
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

大
伴
黒
主
が
、
志
賀
明
神
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
る
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、

志
賀
明
神
の
山
桜
を
見
物
に
行
っ
た
折
に
、
大
伴
黒
主
の
霊
が
あ
ら
わ
れ
る

と
い
う
話
が
、
謡
曲
「
志
賀
」
の
骨
子
と
な
っ
て
い
ま
す
。
黒
主
山
は
、
山

人
の
姿
に
や
つ
し
た
黒
主
の
霊
が
、
薪
を
負
っ
て
花
の
陰
に
休
ん
で
い
る
様

を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
設
定
は
、
紀
貫
之
に
よ
る
古
今
和
歌
集
序
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黒
主
山
収
蔵
庫

に
あ
ら
わ
れ
た
評

大
伴
の
く
ろ
ぬ
し
は
そ
の
さ
ま
い
や
し
。
い
は
ば
、
薪
を
お
へ

る
や
ま
人
の
花
の
か
げ
に
や
す
め
る
が
ご
と
し
。

を
下
敷
き
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
「
そ
の
さ
ま
い
や
し
」
は
酷
評

で
す
ね
。
た
だ
し
、
紀
貫
之
は
、
大
伴
黒
主
に
限
ら
ず
、
他
の
六
歌
仙
に
つ

い
て
も
高
い
評
価
を
あ
た
え
て
い
ま
せ
ん
。

■

役
行
者
山

姉
小
路
通
と
室
町
通
の
辻
の
東
南
角
に
、
永
楽
屋
が
あ
り
、
そ
の
建
物
の

室
町
通
に
面
し
た
と
こ
ろ
に
、
役
行
者
山
の
会
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
、

役
行
者
山
会
所

後
祭
の
　か
き
や
ま

舁
き
山　
「
　え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ
や
ま

役
行
者
山　
」
が
立
て
ら
れ
ま
す
。

　え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ

役
行
者　
は
、
修
験
道
の
開
祖
と
い
わ
れ
る
　え
ん
の
お
づ
ぬ

役
小
角　
の
こ
と
。
そ
の
縁
で
、

後
祭
宵
山
の
七
月
二
十
三
日
の
午
後
に
、
聖
護
院
の
山
伏
に
よ
る
護
摩
焚
き

が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

■

鈴

鹿

山

鈴
鹿
山
会
所
は
、
烏
丸
通
姉
小
路
下
る
に
あ
り
ま
す
。
鈴
鹿
山
は
後
祭
に

参
加
す
る
山
で
、
ご
神
体
は
鈴
鹿
権
現
（
　せ
お
り
つ
ひ
め
の
み
こ
と

瀬
織
津
姫
尊　
）
で
、
能
衣
装
の
い

で
た
ち
で
、
大
長
刀
を
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
鈴
鹿
山
で
旅
人
を
苦
し

め
る
悪
鬼
を
退
治
し
た
と
い
う
伝
承
を
題
材
に
し
て
い
ま
す
。
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鈴
鹿
山
会
所

鈴
鹿
山
（
駒
札
）

そ
の
南
側
、
烏
丸
通
三
条
上
る
に
京
都
伝
統
工
芸
館
あ
り
ま
す
。
京
都
伝

統
工
芸
大
学
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
し
て
も
機
能
し
て
お
り
、
同
校
の
卒
業
生

や
在
校
生
が
、
伝
統
工
芸
の
制
作
実
演
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
竹
工
芸
、

金
属
工
芸
、
仏
像
彫
刻
、
漆
工
芸
、
木
彫
刻
な
ど
。
鈴
鹿
山
会
所
の
す
ぐ
南

に
あ
る
縁
か
ら
、
祇
園
祭
の
鈴
鹿
山
の
京
都
伝
統
工
芸
大
学
校
の
在
校
生
が

舁
き
手
と
し
て
参
加
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

■

院
政
時
代
の
名
残

三
条
通
と
烏
丸
通
の
西
南
の
角
に
は
、
み
ず
ほ
銀
行
京
都
中
央
支
店
の
赤

レ
ン
ガ
の
建
物
が
あ
り
ま
す
。
新
し
く
見
え
る
の
は
、
旧
第
一
銀
行
京
都
支

店
（
辰
野
金
吾
の
名
建
築
）
を
解
体
し
て
、
二
〇
〇
三
年
に
レ
プ
リ
カ
復
元

し
た
た
め
。
こ
の
建
物
の
占
め
る
、
三
条
、
烏
丸
、
六
角
、
室
町
に
囲
ま
れ

京
都
伝
統
工
芸
館

た
一
角
は
、
三
条
南
殿
（
三
条
烏
丸
御
所
）
と
よ
ば
れ
、
平
安
時
代
後
期
か

ら
鎌
倉
時
代
中
期
ま
で
、
有
力
な
女
院
の
御
所
と
な
っ
た
と
こ
ろ
。
当
時
の

才
媛
が
集
ま
っ
た
場
所
。
と
く
に
、
鳥
羽
上
皇
の
御
所
を
相
続
し
て
、
一
一

五
一
（
？
）
〜
一
一
八
九
に
は
、
　じ
ょ
う
さ
い
も
ん
い
ん

上
西
門
院　
（
鳥
羽
上
皇
皇
女
　む
ね
こ

統
子　
内
親

王
。
母
は
、
待
賢
門
院
）
の
御
所
。
こ
の
と
き
、
源
頼
朝
が
近
侍
し
て
い
た

ら
し
い
。
銘
板
「
三
條
南
殿
の
遺
址
」
が
、
み
ず
ほ
銀
行
京
都
中
央
支
店
の

南
側
、
烏
丸
通
に
面
し
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
三
條
烏
丸
御
所

跡
」
の
碑
が
、
三
条
通
烏
丸
西
入
南
側
（
株
式
会
社
千
總
の
前
）
に
あ
り

ま
す
。

上
西
門
院
に
仕
え
た
　じ
ょ
う
さ
い
も
ん
い
ん
の
ひ
ょ
う
え

上
西
門
院
兵
衛　
は
、
　た
い
け
ん
も
ん
い
ん
の
ほ
り
か
わ

待
賢
門
院
堀
河　
の
妹
で
、
も

と
も
と
は
、
待
賢
門
院
に
仕
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
勅
撰
和
歌
集
に
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は
　た
い
け
ん
も
ん
い
ん
の
ひ
ょ
う
え

待
賢
門
院
兵
衛　
と
い
う
名
前
で
出
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
姉
妹
の
和

歌
が
千
載
和
歌
集
に
連
続
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

百
首
歌
奉
り
け
る
時
よ
め
る

待
賢
門
院
堀
河

白
雲
と
峰
の
桜
は
見
ゆ
れ
ど
も

月
の
ひ
か
り
は
　へ
だ
た
隔　
ざ
り
け
り

上
西
門
院
兵
衛

花
の
色
に
光
さ
し
そ
ふ
春
の
よ
ぞ

木
の
間
の
月
は
見
る
べ
か
り
け
る

〔
千
載
和
歌
集
巻
一
春
歌
上
・
七
二
・
七
三
〕

一
方
、
そ
の
北
側
の
一
角
（
三
条
、
烏
丸
、
姉
小
路
、
室
町
に
囲
ま
れ
た

一
角
）
は
、
三
条
西
殿
と
よ
ば
れ
、
白
河
法
皇
、
鳥
羽
上
皇
、
待
賢
門
院
な

ど
の
御
所
と
し
て
、
院
政
の
中
心
と
な
っ
た
と
こ
ろ
。
三
条
通
と
烏
丸
通
の

西
北
の
角
に
あ
る
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
南
側
、
三
条
通
に
面
し
た
と
こ
ろ
に

「
三
条
西
殿
・
三
条
大
路
跡
」
の
銘
板
が
あ
り
ま
す
。

　た
い
け
ん
も
ん
い
ん
の
ほ
り
か
わ

待
賢
門
院
堀
河　
の
百
人
一
首
所
載
の
和
歌
。

待
賢
門
院
堀
河

な
が
か
ら
む
心
も
知
ら
ず
黒
髪
の

み
だ
れ
て
け
さ
は
も
の
を
こ
そ
思
へ

〔
千
載
和
歌
集
巻
十
三
恋
歌
三
・
八
〇
二
〕

待
賢
門
院
堀
河
は
永
治
二
年
（
一
一
四
二
）
出
家
。
こ
の
歌
は
、
出
家
後

の
作
品
。
待
賢
門
院
の
子
で
あ
る
崇
徳
院
の
保
元
の
乱
は
一
一
五
二
年
。

浄
妙
山
会
所

　ろ
っ
か
く
ど
お
り

六
角
通　

　か
ら
す
ま

烏
丸　
　に
し
い
る

西
入　
　ほ
ね
や
ち
ょ
う

骨
屋
町　
5©

■

浄

妙

山

浄
妙
山
の
会
所
は
、
六
角
通
烏
丸
西
入
骨
屋
町
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
建
物

の
二
階
部
分
に
、「
六
角
通
烏
丸
西
入
骨
屋
町
」
5©
（
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

に
よ
る
も
の
）
が
掲
げ
れ
ら
て
い
ま
す
。

こ
の
あ
た
り
は
、
浄
妙
山
が
こ
こ
に
作
ら
れ
る
こ
ろ
（
一
五
〇
〇
ご
ろ
）

に
は
、
扇
の
骨
を
製
作
す
る
業
者
が
集
ま
っ
て
い
た
の
で
、
骨
屋
町
の
町
名

が
付
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
骨
屋
の
多
く
は
廃
業
し
、
か
わ
り
に
、
烏
丸
通

を
渡
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
六
角
堂
の
参
拝
客
相
手
の
宿
屋
街
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

浄
妙
山
は
、
平
家
物
語
巻
第
四
「
橋
合
戦
」
の
記
載
に
よ
る
も
の
。
　も
ち
ひ
と
お
う

以
仁
王　

（
高
倉
宮
）
は
、
平
家
の
横
暴
に
対
抗
し
て
、
源
頼
政
の
勧
め
に
従
っ
て
、
源

氏
に
武
装
蜂
起
を
促
し
ま
し
た
（
以
仁
王
の
　り
ょ
う
じ

令
旨　
）。
し
か
し
、
事
前
に
計
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画
が
も
れ
、
三
井
寺
に
逃
れ
た
が
、
三
井
寺
も
安
住
の
地
で
は
な
く
、
南
都

(
興
福
寺)

の
寺
院
勢
力
を
頼
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
逃
避
行
の
途
中

に
、
有
名
な
「
橋
合
戦
」
が
あ
り
ま
す
。
三
井
寺
の
僧
兵
千
余
騎
と
頼
政
の

兵
五
百
余
騎
を
加
え
た
軍
勢
は
、
宇
治
川
を
く
だ
り
、
ま
ず
平
等
院
（
三
井

寺
の
末
寺
）
に
向
か
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
平
知
盛
の
二

万
八
千
余
騎
の
軍
勢
と
、
宇
治
橋
で
対
峙
し
ま
し
た
。
こ
の
軍
勢
が
宇
治
橋

を
渡
る
の
を
阻
止
と
し
た
と
き
の
顛
末
が
「
橋
合
戦
」
で
す
。
　も
ち
ひ
と
お
う

以
仁
王　
（
高

倉
宮
）
を
南
都
に
逃
す
た
め
の
、
時
間
稼
ぎ
が
主
な
目
的
で
す
。

平
家
物
語
巻
第
四
「
橋
合
戦
」
に
よ
る
と
、
源
頼
政
は
、
宇
治
橋
の
橋
板

三
間
分
を
は
ず
さ
せ
、
平
家
軍
を
渡
れ
ぬ
よ
う
に
し
ま
し
た
。
三
井
寺
の
僧

兵
浄
妙
房
は
橋
の
上
へ
進
み
、
大
声
で
「
日
ご
ろ
は
音
に
も
聞
き
つ
ら
む
、

い
ま
は
目
に
も
み
給
へ
。
三
井
寺
に
は
そ
の
か
く
れ
な
し
。
堂
衆
（
ど
う

じ
ゅ
う
）
の
な
か
に
、
筒
井
の
浄
妙
明
秀
と
い
ふ
、
一
人
当
千
（
い
ち
に
ん

た
う
ぜ
ん
）
の
兵
者
（
つ
わ
も
の
）
ぞ
や
。
わ
れ
と
思
は
む
人
は
、
寄
り
あ

へ
や
、
見
参
せ
む
」
と
叫
び
、
散
々
に
矢
を
射
っ
て
、
十
二
人
ほ
ど
射
殺
。

十
一
人
に
手
負
い
を
負
わ
せ
、
さ
ら
に
橋
の
行
桁
を
さ
ら
さ
ら
と
走
り
渡
っ

た
と
描
写
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
ろ
を
一
来
法
師
い
う
も
の
が
続
い
て
い
た

が
、
行
桁
が
狭
い
の
で
、
浄
妙
房
の
甲
の
先
に
手
を
お
い
て
、「
　あ悪　
し
う
候

ふ
、
浄
妙
房
」
と
て
、
肩
を
づ
ん
ど
踊
り
越
え
て
先
頭
に
で
て
戦
い
ま
し

た
。
結
局
、
一
来
法
師
は
討
死
。
こ
の
一
来
法
師
が
、
浄
妙
房
を
踊
り
越
え

た
瞬
間
が
、
浄
妙
山
に
写
し
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

源
頼
政
は
、
本
シ
リ
ー
ズ
第
10
回
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
平
家
物
語

か
ら
題
材
を
と
っ
た
謡
曲
「
　ぬ
え鵺　
」
に
も
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、
橋
合
戦
に
続

く
戦
い
に
敗
れ
た
源
頼
政
は
、
平
等
院
で
扇
を
敷
い
て
自
害
し
た
と
い
う
伝

承
が
あ
り
、
こ
れ
が
謡
曲
「
頼
政
」
の
題
材
に
な
っ
て
い
ま
す
。

後
祭
の
復
活

祇
園
祭
の
山
鉾
巡
行
は
、
も
と
も
と
　さ
き
の
ま
つ
り

前
祭　
と
　あ
と
の
ま
つ
り

後
祭　
に
分
か
れ

て
挙
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
交
通
事
情
の
悪
化
か
ら
、
一
九
六

六
年
か
ら
両
者
を
統
一
し
て
、
毎
年
七
月
十
七
日
に
執
り
行
う
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
大
船
鉾
が
一
五
〇
年
振
り
に
復
活
し
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
二
〇
一
四
年
に
後
祭
が
復
活
。
後
祭
の
山
鉾
巡

行
は
毎
年
七
月
二
十
四
日
に
挙
行
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

後
祭
で
巡
行
す
る
山
鉾
は
次
の
十
基
で
す
。
北
観
音
山
と
南
観

音
山
は
「
山
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
組
み
あ
が
っ
た
形
は
、

ど
う
み
て
も
「
鉾
」
で
す
。
違
い
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
説
明
が

流
布
し
て
い
ま
す
が
、
も
う
一
つ
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

北
観
音
山

新
町
通
六
角
下
ル

南
観
音
山

新
町
通
錦
小
路
上
ル

橋
弁
慶
山

蛸
薬
師
通
室
町
東
入

浄
妙
山

六
角
通
烏
丸
西
入

鈴
鹿
山

烏
丸
通
三
条
上
ル

役
行
者
山

室
町
三
条
上
ル

黒
主
山

室
町
通
三
条
下
ル

鯉
山

室
町
通
六
角
下
ル

八
幡
山

新
町
通
三
条
下
ル

大
船
鉾

新
町
通
四
条
下
ル

組
み
あ
が
っ
た
山
鉾
の
勇
姿
は
、
祇
園
祭
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/
w

w
w

.g
io

n
m

a
tsu

ri.o
r.jp

/
y
a
m

a
h
o
k
o
/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



第 29回 御池烏丸西南の界隈 526

プ
ロ
フ
ィ

ール

藤
田
眞
作
〔
ふ
じ
た
し
ん
さ
く
〕。
一
九
四
四
年
〔
昭
和
十
九
〕
北
九

州
市
生
ま
れ
。
学
生
・
大
学
助
手
と
し
て
、
十
年
間
、
京
都
で
生
活
。

工
学
博
士
を
取
得
後
、
二
十
五
年
間
、
富
士
写
真
フ
イ
ル
ム
（
株
）
足

柄
研
究
所
に
て
、
記
録
材
料
用
の
有
機
化
合
物
の
開
発
に
従
事
。
次

の
十
年
間
は
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
と
し
て
、
有
機
合
成
化
学
・

情
報
材
料
化
学
・
化
学
情
報
学
・
数
理
化
学
の
研
究
教
育
に
従
事
。

そ
の
か
た
わ
ら
和
菓
子
を
も
と
め
て
京
都
市
内
を
徘
徊
し
、
仁
丹
の

町
名
看
板
に
興
味
を
も
つ
。
二
〇
〇
七
年
よ
り
、
湘
南
情
報
数
理
化

学
研
究
所(h

ttp
:/

/
x
y
m

tex
.co

m
)

を
主
宰
。
そ
れ
ま
で
の
数
理
立

体
化
学
に
関
す
る
仕
事
の
集
大
成
と
し
て
、
二
〇
一
三
年
に
、
モ
ノ

グ
ラ
フ
「C

o
m

b
in

a
to

ria
l

E
n
u
m

era
tio

n
o
f

G
ra

p
h
s,

T
h
ree-

D
im

en
sio

n
a
l
S
tru

ctu
res,

a
n
d

C
h
em

ica
l
C

o
m

p
o
u
n
d
s

」（5
7
6

ペ
ー
ジ
）を
セ
ル
ビ
ア
のK

ra
g
u
jeva

c

大
学
出
版
局（M

a
th

em
a
tica

l

C
h
em

istry
M

o
n
o
g
ra

p
h
s

シ
リ
ー
ズ
第1

5

巻
）
よ
り
出
版
。
さ
ら
に

二
〇
一
五
年
に
、
モ
ノ
グ
ラ
フ
「M

a
th

em
a
tica

l
S
tereo

ch
em

istry

」

（4
3
7

ペ
ー
ジ
）
を
ド
イ
ツ
のD

eG
ru

y
ter

社
か
ら
出
版
。

「
仁
丹
の
町
名
看
板
を
よ
す
が
に
京
め
ぐ
り
」（
第
29
回
）2017/12/20

c©
2007,

2008,
2010,

2017

藤
田
眞
作http://xym

tex.com


